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研究要旨：地域住民コホート ROADスタディにおいては、2005 年に開始したベースライン調査

において DXA を用いて腰椎、大腿骨の骨密度を測定し、骨粗鬆症（OP）の早期発見に努めてい

る。さらに、3、7、10、13 年後の追跡調査においても、同様の調査を実施している。また、同対

象者にベースライン調査時から Fracture Risk Assessment Tool （FRAX）を用いた問診調査も実施

している。2021 年度は ROADベースラインの OP データを用いて、スクリーニング時に要精査の

範疇に入る骨量減少者(骨密度<若年最大骨密度の 80%,、OP 有病者を含む）を把握するための

FRAX による骨量減少の予測の有用性について検討した。 

その結果、FRAX 脆弱性骨折のリスク値による骨量減少者の判定について、ROCカーブを用い

た解析を行ったところ、AUC は 0.793 であり、cutoff 値を 8.75 とした際の sensitivity 68.1% 、

specificity 74.2% と良好な結果が得られ、OP 検診における FRAX 使用の有用性についてエビデン

スが得られた。 

 

A．研究目的 

骨粗鬆症（OP）検診実施率は全国平均で 5.0%と極

めて低く、地域差も大きい と報告されている(骨

粗鬆症財団ニュースリリース 2018.12.3, The 

Journal of Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。

さらに OP 検診の手法や対象者の年齢、実施間隔

も統一されておらず、それらの効果も明らかでは

ない。 

今回、我々は、効果的な OP 検診の導入に向け

て、その有力なツールと考えられる Fracture Risk 

Assessment Tool （FRAX）について、要精査の範

疇に入る対象者を最も効率よく検出するための

カットオフ値について検討した。 

 

B．研究方法 

我々が 2005 年に設立し、管理している大規模住

民コホート ROADスタディにおいて、2005-7 年に

実施したベースライン調査における OP 検診参加

者 1690 人（男性 596 人、女性 1094 人）を対象と

し、ベースライン調査時に質問紙にて回答を得た

FRAX の項目（年齢、性別、体重、身長、骨折歴、

両親の大腿骨近位部骨折歴、現在の喫煙の有無、

糖質コルチコイド使用の有無、関節リウマチの有

無。続発性骨粗鬆症の有無、アルコール 1 日 3 単

位以上の摂取の有無、Body mass index (BMI)（身

長と体重から計算）、および DXA によって測定し

た骨密度値を含むデータセットを作成した。その

データセット用いて、DXA による骨量減少者(骨

密度<Peak bone mass の 80%)（OP 有病者を含む）

を把握するためのFRAXのカットオフ値を求めた。

対象者の腰椎 L2-4 及び大腿骨頸部の骨密度のい

ずれかが日本骨代謝学会の基準による骨量減少

以上（若年最大骨密度の 80%未満）にあたる場合

を、OPスクリーニング要精査者と判定した。 

  

C．結果 
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ベースライン調査参加者は 1690 人（男性 596 人、

女性 1094 人、平均年齢 65.2 歳）であり、骨密度

を測定し得たのは 1687 人（男性 596 人、女性 1091

人）であった。このうち、骨量減少以上にあたる

のは、857 人 (50.8%) (男性 217 人（36.4％）、女性

640 人(58.7%))であった。 

FRAX を用いた 10 年間の脆弱性骨折（major 

fracture）のリスク値による骨量減少者の判定につ

いて、ROC カーブを用いた解析を行った(図１)。

ROC カーブの AUC は 0.793 であり、最近傍法を

用いたカットオフ値は 8.75 であった。このカット

オフ値を用いた場合、sensitivity は 68.1% 、

specificity 74.2%と良好な結果が得られた。 

 

 

図 1. Cutoff 値 8.75 を用いた場合の ROC カーブ 

 

D．考察 

今回の結果から、FRAX による質問紙法によって

DXA にて判定した骨量減少者（要精査者）を効率

よく判定できることがわかった。OP検診において

FRAX 使用は有用であることが確認された。今後

FRAX を検診に導入した場合の問題点を洗い出し、

具体的な検診での活用についてのマニュアル作

成に取りくむ。 

 

E．結論 

FRAX 脆弱性骨折のリスク値による骨量減少者の

判定について、ROC カーブを用いた解析を行った

ところ、sensitivity 68.1% 、specificity 74.2% 、AUC 

0.7934 と良好な結果が得られ、OP 検診における

FRAX 使用の有用性についてエビデンスが得られ

た。 
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人、川口浩、中村耕三、阿久根徹、大島寧、

田中栄、吉村典子：既存椎体骨折と要介護移

行および死亡との関連 ROAD スタディ第 3

～5 回調査より：第 50 回日本脊椎脊髄病学会

学術集会、2021.4.22-24（現地開催）、2021.4.28-

5-11（Web 開催） 

8. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、田

中栄、中村耕三、阿久根徹、吉村典子：ロコ

モティブシンドロームの発生率と危険因子 -

The ROAD study-  Incidence and risk factor of 

locomotive syndrome in Japanese men and 

women: The ROAD study：第 94 回日本整形外

科学会学術総会、2021.5.20-21（東京、現地開

催）、2021.6.10-7.12（オンデマンド開催） 

9. 堀井千彬、飯高世子、村木重之、岡敬之、浅

井宣樹、筒井俊二、橋爪洋、山田宏、中村耕

三、大島寧、田中栄、吉村典子：全脊椎 X線

画像から見た椎体骨折の発生率と増悪率 

ROAD study 第 3～5 回調査より：第 94 回日本

整形外科学会学術総会、2021.5.20-21（東京、

現地開催）、2021.6.10-7.12（オンデマンド開催） 

10. 橋爪洋、寺口真年、岡敬之、石元優々、長田

圭司、高見正成、筒井俊二、岩崎博、湯川泰

紹、吉田宗人、吉村典子、山田宏：ADL障害

を伴う慢性腰痛の MR 画像上危険因子 The 

Wakayama Spine Study：第 94 回日本整形外科

学会学術総会、2021.5.20-21（東京、現地開催）、

2021.6.10-7.12（オンデマンド開催） 

11. 長田圭司、橋爪洋、松山雄樹、寺口真年、吉

村典子、石元優々、吉田宗人、田中栄、中村

耕三、山田宏：上位頸椎椎間板高減少は新規

頸髄圧迫病変のリスク因子である 大規模住

民コホートの調査結果より：第 94 回日本整

形外科学会学術総会、2021.5.20-21（東京、現

地開催）、2021.6.10-7.12（オンデマンド開催） 

12. 飯高世子、村木重之、田中栄、中村耕三、阿

久根徹、吉村典子：ロコモティブシンドロー

ムの発生率とそのリスクの解明 -The ROAD 

study- Incidence and risk factor of locomotive 

syndrome in Japanese men and women: The 

ROAD study：第 58 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会、2021.6.10-13（京都市、現

地開催、Web 開催）、2021.6.14-7.30（オンデマ

ンド配信） 

13. 飯高世子、村木重之、田中栄、中村耕三、阿

久根徹、吉村典子：本邦における変形性股関

節症の有病率と 10 年間における推移 -The 

ROAD study- 10-year trend of the prevalence of 

radiographic hip osteoarthritis in Japanese men 

and women：第 58 回日本リハビリテーション

医学会学術集会、2021.6.10-13（京都市、現地

開催、Web 開催）、2021.6.14-7.30（オンデマン

ド配信） 

14. 飯高世子、村木重之、田中栄、中村耕三、阿

久根徹、吉村典子：変形性股関節症の有病率

とその 10 年間における変化 -The ROAD 

study-：第 32 階日本運動器科学会、2021.5.8-

9（久留米市、現地開催）、2021.5.8-6.25（オン



49 

デマンド配信） 

15. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、田

中栄、中村耕三、阿久根徹、吉村典子：ロコ

モティブシンドロームの発生率 -6 年間の地

域追跡コホートより-：第 23 回日本骨粗鬆症

学会、2021.10.8-10、（神戸市、現地開催）、

2021.10.8-11.30（オンデマンド配信） 

16. 茂呂徹、吉村典子、飯高世子、田中健之、橋

倉一彰、浅井真、田中栄：腰椎正面 X 線画像

を用いた AI 骨粗鬆症診断補助システムの骨

密度推定・スクリーニング精度に関する検討 

－ ROAD study 第 3 回調査結果を用いた検討：

第 23 回日本骨粗鬆症学会、2021.10.8-10、（神

戸市、現地開催）、2021.10.8-11.30（オンデマ

ンド配信） 

17. 村田鎮優、橋爪洋、岡敬之、筒井俊二、寺口

真年、石元優々、長田圭司、吉村典子、吉田

宗人、山田宏：高齢者における骨盤代償機構

と姿勢異常、腰痛との関係 The Wakayama 

Spine Study：第 36 回日本整形外科学会基礎学

術集会、2021.10.14-15（三重県伊勢市、現地

開催、WEB配信（ハイブリット開催）） 

18. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、田

中栄、中村耕三、阿久根徹、吉村典子：ロコ

モティブシンドロームの疫学：発生率と危険

因子 -The ROAD study-：第 8 回日本サルコペ

ニア・フレイル学会、2021.11.6-7（豊中市、現

地開催、オンデマンド配信） 

19. 樋口淳也、松本卓巳、前之原悠司、笠井太郎、

張成虎、田中栄、堀井千彬、飯高世子、吉村

典子：一般住民コホートにおける母趾二分種

子骨と外反母趾の関係：第 46 回日本足の外

科学会学術集会、2021.11.11-12（東京都、現地

開催、WEB配信（ハイブリット開催）） 

20. 吉村典子、飯高世子：ロコモティブシンドロ

ームの予後：ROADスタディ 6 年の追跡：第

80 回日本公衆衛生学会、2021.12.21-23、東京 

21. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、中

村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：変形

性股関節症の発生と肥満との関連-The ROAD 

study-：第 55 回日本成人病（生活習慣病）学

会学術集会、2022.1.15-16（東京、現地開催、

LIVE 配信（ハイブリット開催）） 

22. 吉村典子、飯高世子：ロコモ度 3 の疫学指標

の推定：地域住民コホート研究 ROAD スタデ

ィより：第 32 回日本疫学会学術総会、

2022.1.26-28（オンライン開催） 

23. 飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、中

村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：変形

性股関節症の有病率の推移：10 年間の地域追

跡コホートより：第 32 回日本疫学会学術総

会、2022.1.26-28（オンライン開催） 

 

■シンポジウム、講演 

1. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄、

中村耕三：シンポジウム 1：ロコモ予防の最

前線：サルコペニア・フレイル対策におけ

るロコモ予防の重要性：ROAD スタディよ

り：第 32 回日本運動器科学会、2021.5.8、

久留米市（現地開催） 

2. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄、

中村耕三：シンポジウム 2：日米のコホート

研究：運動器を予防ターゲットとした地域

住民コホート ROAD スタディ：第 32 回日本

運動器科学会、2021.5.8、久留米市（現地開

催） 

3. 吉村典子：シンポジウム 20 女性とフレイ

ル～4 つのコホート研究から見えてくるもの

～：中高年女性のロコモ・サルコペニア・

フレイル（ROAD研究）：第 21 回日本抗加
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齢医学会総会、2021.6.27（現地開催） 

4. 飯高世子、堀井千彬、田中栄、吉村典子：

シンポジウム 6 変形関節症と骨粗鬆症：骨

粗鬆症と変形性関節症の疫学：股関節を中

心に：第 23 回日本骨粗鬆症学会、

2021.10.9、神戸市 

5. 吉村典子：シンポジウム 2 骨粗鬆症診療に

おける骨代謝マーカーの適正使用 update 

2021：骨代謝マーカー（含む 25-ヒドロキシ

ビタミン D）の骨粗鬆症検診への応用：第

23 回日本骨粗鬆症学会、2021.10.8、神戸市

（ライブ配信、オンデマンド配信） 

6. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、田中栄：

シンポジウム 7 脆弱性骨折のデータベース

から知る骨粗鬆症のベストプラクティス：

椎体骨折の疫学：地域住民コホート ROAD

スタディ追跡調査からみえてきたもの：第

23 回日本骨粗鬆症学会。2021.10.9、神戸市 

7. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄：

シンポジウム 9 骨粗鬆症検診のあり方：骨

粗鬆症検診の効果 地域における長期にわ

たる骨粗鬆症検診を実施して：第 23 回日本

骨粗鬆症学会、2021.10.10、（ライブ配信、

オンデマンド配信） 

8. 吉村典子：学会合同シンポジウム 1 骨粗鬆

症リエゾンサービスに対して理学療法士は

何ができるのか：運動器疫学調査から理学

療法士への提言：第 39 回日本骨代謝学会学

術集会＋第 23 回日本骨粗鬆症学会、

2021.10.8（ライブ配信、オンデマンド配

信） 

9. 吉村典子：学会合同シンポジウム 4 ロコモ

対策としての骨粗鬆症マネジメント：ロコ

モと骨粗鬆症：疫学：第 39 回日本骨代謝学

会学術集会＋第 23 回日本骨粗鬆症学会、

2021.10.10（ライブ配信） 

10. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウ

ム 2 高齢者の生活習慣病-ガイドラインの

策定に向けて ロコモティブシンドローム

とサルコペニア・フレイル 地域住民コホ

ート ROAD スタディより：第 55 回日本成人

病（生活習慣病）学会学術集会、

2022.1.15、東京 

11. 吉村典子：企画シンポジウム 16 健康寿命

の延伸に向けたフレイル・ロコモの領域横

断的研究の最前線：ロコモティブシンドロ

ーム、サルコペニア、フレイルの疫学：第

99 回日本生理学会大会、2022.3.17、仙台市 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

 3.その他 

 なし 

 

 


